
〇

〇

令 和  年

 月

付 録

本
紙

号
外

第
一
七
六
〇
号
か
ら

第
一
七
七
九
号
ま
で

第
一
七
四
号
か
ら

第
一
九
四
号
ま
で

特
第
三
六
号
か
ら

特
第
四
七
号
ま
で

法
律
・
政
令
・
条
約
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
布
の
日
に
「
法
令
の
あ
ら

ま
し
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
◎
凡

例

件
名
の
上
の
ゴ
シ
ッ
ク
数
字
は
番
号
を
示
す
。

件
名
の
下
の
数
字
の
う
ち
、
上
段
は
掲
載
日
、
中
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数

字
は
号
外
番
号
、
下
段
は
ペ
ー
ジ
を
示
す
。

◇

◇

発 行 内 閣 府
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令和年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官報目録

政

令
日

号
外

ペ
ー
ジ

二
四
五

厚
生
労
働
省
組
織
令
及
び
社

会
保
障
審
議
会
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

三
174

二

二
四
六

金
融
庁
組
織
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令

五
176

三

二
四
七

経
済
産
業
省
組
織
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

五
176
一
〇

二
四
八

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態

系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

五
176
一
一

二
四
九

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
法
施
行
令
及
び
大
学

等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

七
178

五

二
五
〇

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職

の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項

第
三
号
の
法
人
を
定
め
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

七
178

五

二
五
一

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

七
178

六

二
五
二

更
生
保
護
制
度
の
充
実
を
図

る
た
め
の
保
護
司
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

期
日
を
定
め
る
政
令

七
178

六

二
五
三

更
生
保
護
制
度
の
充
実
を
図

る
た
め
の
保
護
司
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
理
に

関
す
る
政
令

七
178

六

二
五
四

溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鋼
帯
及
び

鋼
板
に
対
し
て
課
す
る
暫
定

的
な
不
当
廉
売
関
税
に
関
す

る
政
令

七
178

七

二
五
五

電
波
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令

七
178

八

二
五
六

下
水
道
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令

七
178

八

二
五
七

下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

七
178

九

二
五
八

麻
薬
、
麻
薬
原
料
植
物
、
向

精
神
薬
、
麻
薬
向
精
神
薬
原

料
等
を
指
定
す
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令

七
178

九

二
五
九

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る

災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害

及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ

き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令

七
特38

二

二
六
〇

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る

災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常

災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用

す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令

七
特38

二

二
六
一

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る

災
害
に
つ
い
て
の
総
合
法
律

支
援
法
第
三
十
条
第
一
項
第

四
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
等

に
関
す
る
政
令

七
特38

三

二
六
二

地
方
自
治
法
施
行
令
及
び
公

職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

二
八
192

三

二
六
三

デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

二
八
192

三

二
六
四

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る

災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害

及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ

き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

二
八
192

三

二
六
五

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

二
八
192

三

二
六
六

自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

二
八
192

四

二
六
七

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
ロ

の
旅
券
を
所
持
す
る
外
国
人

の
上
陸
申
請
の
特
例
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令

二
八
192

四

二
六
八

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
施
行
令
及
び
日
本
国
と
の

平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の

国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出

入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

二
八
192

四

条

約

一
八

刑
事
に
関
す
る
共
助
に
関
す

る
日
本
国
と
カ
ナ
ダ
と
の
間

の
条
約

五
176
一
一

内
閣
官
房
令

〇
内
閣
官
房

九

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の

規
定
に
基
づ
く
意
見
の
聴
取

の
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
内
閣
官
房
令

一
九

一

府

令

〇
内

閣

府

六
六

金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す

る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正

す
る
内
閣
府
令

三

二

六
七

独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書

館
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務

及
び
会
計
に
関
す
る
内
閣
府

令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣

府
令

五
176
二
四

六
八

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

学
園
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令

五
176
二
四

六
九

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
の
業
務
運
営
、
財
務

及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理

に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令

五
176
二
四

七
〇

金
融
庁
組
織
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令

五
176
二
四

七
一

貸
金
業
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令

六
特37

一

七
二

日
本
学
術
会
議
の
業
務
運

営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に

人
事
管
理
に
関
す
る
内
閣
府

令

二
八
192

六


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